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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案 

ことば ※1【口腔センター】…茨城県歯科医師会口腔センター水戸および土浦の略称。心身障害児者の歯科診療を行う。
※2【ドナー】…臓器などの提供者のこと。骨髄を提供する方を骨髄ドナーという。

議
員　

本
県
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な

が
る
県
内
延
伸
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

所
見
は
。
ま
た
、
具
体
の
検
討
を
進
め

る
た
め
に
も
、
基
本
調
査
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

県
内
延
伸
の
実
現
は
、
本
県
発

展
の
起
爆
剤
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
大

変
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
基

本
調
査
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
の
在

り
方
な
ど
、
関
係
者
間
で
の
合
意
形
成

に
向
け
た
、
協
議
・
調
整
が
先
決
と
考

え
る
。
今
後
も
、
県
内
延
伸
の
実
現
に

向
け
、
精
一
杯
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

議
員　

筑
波
高
校
は
、
定
員
割
れ
が
続

い
て
い
る
。
県
主
導
で
試
験
的
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
が
、
今
後
も
県
立
高
校
と
し
て

存
続
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
う
支
援
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長　

地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
学
校
の
さ
ら
な
る
魅
力
化
に
努
め

て
い
く
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
学
校
周
辺
の
公
共
交
通
機
関

の
運
行
状
況
や
生
徒
の
意
向
な
ど
を
踏

ま
え
、
丁
寧
に
検

討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城

県
の
更
な
る
魅
力

発
信
、
国
道
三
五

四
号
バ
イ
パ
ス
整

備
な
ど
も
質
問
）

議
員　

茨
城
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

に
大
き
く
寄
与
す
る
国
道
六
号
の
早
急

な
整
備
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
国
道
六
号
小
美
玉
市
区
間
の
四
車

線
化
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

土
木
部
長　

今
年
度
、
国
に
お
い
て
、

小
美
玉
市
区
間
の
国
道
六
号
を
仮
称
小

美
玉
道
路
と
し
て
、
概
略
ル
ー
ト
、
構

造
の
検
討
を
行
う
計
画
段
階
評
価
に
着

手
し
た
。
今
後
、
早
期
の
計
画
段
階
評

価
の
完
了
お
よ
び
都
市
計
画
決
定
手
続

き
の
着
手
に
向
け
て
、
国
に
協
力
し
、

事
業
の
推
進
を
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
熱
が
出
る
こ
と
が
多

く
、
臨
床
症
状
で
の
鑑
別
は
難
し
い
と

の
声
も
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
第
３
波
到
来
と
言
わ
れ
る
中
、
発
熱

患
者
へ
の
対
応
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

発
熱
患
者
が
診
察
や

検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
診
療
・
検

査
医
療
機
関
が
中
心
と
な
り
、
地
域
外

来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
で
検
査
を
補
完
す

る
な
ど
、
診
療
体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
開
港

十
年
を
迎
え
た
茨

城
空
港
の
今
後
の

取
り
組
み
方
針
、

不
適
正
残
土
処
分

へ
の
対
策
な
ど
も

質
問
）

議
員　

医
療
的
ケ
ア
児
の
家
族
の
負
担

軽
減
に
は
、
短
期
入
所
や
通
所
支
援
が

可
能
な
施
設
の
増
加
が
必
要
と
な
る
。

地
域
で
医
療
的
ケ
ア
児
や
家
族
を
支
え

る
体
制
の
構
築
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

医
療
型

短
期
入
所
施
設
な
ど
の
新
設
へ
の
助
成

や
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
調
整
す

る
人
材
の
確
保
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、支
援
体
制
強
化
の
場
で
あ
る
「
医

療
的
ケ
ア
児
支
援
体
制
協
議
会
」
で
は
、

地
域
の
課
題
に
応
じ
た
支
援
を
検
討
す

る
な
ど
、
体
制
充
実
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

首
都
圏
の
港
湾
の
混
雑
か
ら
、

常
陸
那
珂
港
区
へ
物
流
の
シ
フ
ト
が
進

ん
で
い
る
。
北
関
東
地
域
も
含
め
、
利

活
用
促
進
に
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

さ
ら
な
る
利
活
用
促
進
の

た
め
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
一
体
的
な

施
策
が
不
可
欠
と
な
る
。
中
央
ふ
頭
地

区
の
新
た
な
岸
壁
の
整
備
や
、
コ
ン
テ

ナ
貨
物
の
輸
出
入
経
費
の
一
部
助
成
に

加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
な
が
ら
、

優
位
性
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
持
続

可
能
な
イ
バ
ラ
キ

セ
ン
ス
へ
の
取
り

組
み
、
Ｔ
Ｘ
沿
線

の
高
付
加
価
値
な

企
業
誘
致
な
ど
も

質
問
）

国
道
六
号
小
美
玉
市
区
間
の

四
車
線
化

発
熱
患
者
へ
の
対
応

骨
髄
移
植
な
ど
の
理
解
・
普
及
促
進

口
腔
セ
ン
タ
ー
 ※1

の
役
割
と

さ
ら
な
る
支
援

筑
波
高
校
存
続
の
た
め
の
支
援
策

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
の
充
実

一般質問（要旨）

島田  幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出

一括方式

塚本  一也 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

一括方式

山野井　浩 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

一括方式

戸井田 和之 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出

一括方式

議
員　

口
腔
ケ
ア
に
よ
る
疾
病
予
防
効

果
は
、
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て
お
り
、

特
に
、
疾
病
に
脆
弱
な
障
害
者
や
障
害

児
へ
の
継
続
的
な
歯
科
治
療
と
口
腔
ケ

ア
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
担

う
口
腔
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
ど
う
認
識

し
、
今
後
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

口
腔
セ
ン
タ
ー
が
、

心
身
障
害
児
者
の
口
腔
管
理
な
ど
に
果

た
す
役
割
は
大
変
大
き
い
。
口
腔
ケ
ア

の
重
要
性
の
周
知
や
、
同
セ
ン
タ
ー
の

運
営
へ
の
支
援
を
行
い
、
心
身
障
害
児

者
の
歯
科
診
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

議
員　

骨
髄
ド
ナ
ー
 ※2

数
は
依
然
不
足

し
て
い
る
。
市
町
村
が
ド
ナ
ー
の
骨
髄

提
供
に
伴
い
助
成
し
た
場
合
、
県
は
最

大
七
万
円
を
補
助
で
き
る
が
、
今
後
、

補
助
上
限
の
引
き
上
げ
も
検
討
し
て
欲

し
い
。
さ
ら
な
る
骨
髄
移
植
な
ど
の
理

解
・
普
及
促
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

今
年
、
全
市
町
村
で

助
成
制
度
が
導
入
さ
れ
、
全
国
で
も
高

水
準
の
支
援
環
境
と
な
っ
た
。
補
助
額

引
き
上
げ
は
、
ド
ナ
ー
の
負
担
削
減
に

取
り
組
み
つ
つ
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

空
港
ア
ク
セ

ス
道
路
延
伸
、

道
祖
神
峠
ト

ン
ネ
ル
化
な

ど
も
質
問
）

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
県
内
延
伸

常
陸
那
珂
港
区
の
利
活
用
促
進

 

議
員
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、
促
進
す
る
た
め

の
条
例

◆
意
見
書

○
私
学
助
成
の
拡
充
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

○
農
業
由
来
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
好
循
環
対
策
に
関
す
る
意
見

書
○
過
積
載
に
よ
る
違
法
運
行
の
防
止
に
係
る
対
策
強
化
を
求
め
る

意
見
書

◆
そ
の
他

○
立
皇
嗣
の
礼
に
際
し
て
の
賀
詞
奉
呈
に
つ
い
て

 

知
事
提
出

◆
令
和
二
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
二
件
） 

ほ
か
三
件

◆
条
例
の
一
部
改
正
お
よ
び
廃
止

○
茨
城
県
産
業
活
動
の
活
性
化
及
び
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
の

県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
特
別
措
置
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ほ
か
六
件

◆
人
事

○
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

ほ
か
一
件

◆
そ
の
他

○
令
和
元
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
に
つ

い
て
　 

ほ
か
三
十
件

◆
認
定

○
令
和
元
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処

分
に
つ
い
て

 

請　

願

○
農
業
由
来
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
好
循
環
対
策
に
関
す
る
請
願

○
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願

※
意
見
書
・
請
願
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

早期の国道 6号小美玉市区間の4車線化を常陸那珂港区全景

県主導の試験的なスクールバス
導入を（筑波高校）

心身障害者の歯科診療
などを担う口腔センター


